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1. はじめに 

本学の 1 年次必修科目「情報リテラシーⅠ」では、ア

クティブラーニング型の授業を設計・実施しているが、

事前学習と個別スキル定着のために、クラウド型の記

事データベース教材「日経パソコン Edu」とオンプレミス

型の実習教材「ナレロープレミアムシステム」をプロジ

ェクト学習と併用している。 

これまでの研究では、プロジェクトが進むにつれ学

習者同士が競いあって事前学習に取り組んだり、また

事前学習をすることで授業内活動が容易に進められる

ことがわかると、次回からはより熱心に準備し、授業内

活動がさらに活発になったりするなど、学習者同士の

シナジー効果が生まれ、全体として事前学習時間の増

加と個別スキル・知識の底上げに成功してきている。 

本研究では実習教材ナレローに新たに実装された

「コンピュータ適応型学習(CAL)」の有効性と今後の課

題について検討する。CAL では学期当初に実施する

コンピュータ適応型テスト(CAT)により測定された能力

値に基づく学習メニューに従って学習を進める。この

ため、スキルの低いあるいは苦手意識を持つ受講生に

は初級の問題を中心に出題して底上げを行う一方で、

スキルレベルの高い受講生には初級課題の代わりに

より高度な課題を中心に出題することで、スキルアップ

に繋げることができる。また同時に双方の負担も軽減

できる。大会ではCALを活用した際の個別スキルの測

定結果や負担感、今後の課題等について報告する。 

 

2. 授業のための環境 
例年の授業では問題解決型プロジェクト遂行を中心

に授業展開しているが、今年度は新型コロナウイルス

感染拡大下の対応措置として、課題研究による遠隔授

業を主軸として授業展開することとした。課題研究の

ための教材として「ナレロー／ナレロープレミアムシ

ステム
(1)-(2)

」「日経パソコンEdu
(3)
」を大いに活用させて

いただいた。またG Suite for Educationを契約し、約360
人分のGoogleアカウントを一括作成した。授業運営に

はGoogle Classroomを、また各授業回での出席や質疑応

答、個別指示などの双方向性を担保する方法として

Classroomの他、Google Forms、Google Sheets、および

電子メールを併用した
(4)
。 

 

3. 結果と考察 
本研究ではまず、入学時点でのMS-Officeアプリケー

ション(Word, Excel, PowerPoint)の操作スキルを測定し

た。測定にはナレロープレミアムシステムに実装され

ている「コンピュータ適応型テスト (CAT)
(5)
」を用い、

古典的な評価得点の代わりに、項目応答理論に基づく

能力評価値として測定した。 
3.1 入学時のオフィスアプリ活用スキル 
これまでの研究では、入学時点でのMS-Office活用ス

キルは初級レベルで 60％合格ラインに達する学生の割

合は約 8 割に達する一方で、中級レベルでは数％しか

合格レベルに達しないことが示されており
(6)
、これが高

校卒業時の標準的なスキルレベルと考えられる。 

図 1は2020年度と2019年度の、入学直後のOffice
操作スキルの能力値分布を、また表 1はそれぞれの

年度での能力平均値と標準偏差を示す。 
 

 

 
図 1  2020年度及び2019年度新入生のMS-Office操作

スキル分布。縦軸は頻度(人)、横軸は能力値。初回授業

時に宿題として受験を指示した。 
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表 1 新入生のCAT試験結果 平均と標準偏差 
 年度 Word Excel PPT 

平均 
2019 51.3 46.6 51.5
2020 44.9 38.8 44.0

標準偏差 
2019 6.3 8.7 7.5
2020 7.8 10.7 11.3

 
3科目とも共通して2020年度のほうが下がっている

が、ExcelとPowerpointについては、45点以下の領域の

頻度が高いことが大きく寄与している。これは25分と

いう限られた時間内に最大20問程度の問題に解答する

ことから、試行錯誤して難易度の高い問題に取り組む

ことを避けて次の問題に移る学生の割合が多いことが

影響している。この傾向は特にExcelで顕著であった。 
成績はいずれの年もWordの平均が最も高く、Excel

が最も低い結果となった。逆に標準偏差はExcelと
Powerpointが大きく、学生ごとのスキル差の大きいこと

が示唆された(表 1)。この傾向は一昨年より続いており、

スキル差は年々大きくなっている
(5)-(8)

。 
3.2 学期期間中のオフィス操作スキルの変化 
学期期間中は授業外での自習課題としてナレローに

よる学習をさせつつ、CAT を複数回実施して学習成果

を測定しているが、2019 年度と 2020 年度とでCAT の

運用方法を変更した。2019 年度は学生が随時自己評価

できるようCATを学生に開放し、通常の学習とCAT受

験を自由に行えるようにした（CAT非制限）。一方今年

度はCATを学生に開放せず、CALのみで学習を進めさ

せ、CAT は決まった時期に 4 回のみと限定した（CAT
制限）。いずれについても、受験状況と成績、および学

習問題数と学習時間の関係を観察した。 
図 2 は CAT 非制限クラスの学習時間(秒)と能力値、

および受験回数のバブルチャートである。バブル内の

数値は受験回数を示す。学習時間が増えるにつれて能

力値が向上する一般的な傾向があることが見て取れる。

中には学習が少ないまま受験を繰り返すことで成績を

上げようとする受講生も散見されたが、あまり成功し

ていないことがわかる（図 3）。 
図 4 は学習ポイント(延べ学習問題数)と能力値の

関係を示す。各問題を 2 回ずつ学習すると 900 ポイ

ント程度になるが、これまでの研究では 900 ポイン

トまで学習すれば、大多数の学生がほぼ満点を取れ

るようになることが明らかとなっており、この状態

まで学習すれば、CAT での能力値が概ね 80 ポイン

ト超となることが示された。 

 
図 2 学習時間(秒)と能力値、および受験回数(2019年) 

 
図 3 特定の学生の変化(Word, 2019年) 
 

 
図 4 学習ポイントと能力値(2019年) 
 
4. まとめと今後の展望 
実習教材「ナレロー」による学習によって、学生の

スキルが大幅に向上することが明らかとなった。また

コンピュータ適応型テスト (CAT)を適時実施すること

で、学生が目標を定めやすく、学習意欲が持続する一

方で、手っ取り早く成績を上げようとする学生も現れ

ることが示された。今後はコンピュータ適応型学習

(CAL)により学生の負担軽減が見込まれることから、さ

らなる意欲持続と目標到達が容易になることが期待さ

れる。新型コロナの影響により約１ヶ月の授業の遅れ

があり、CAL に関する目立った知見を得るに至ってい

ないが、大会ではCALによる学習者負担の低減効果や

学習行動の変化、およびスキル定着度への寄与につい

て検討した結果を報告する予定である。 
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